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を PDS 糸で結殺し，それをガイド iこ PGA シートを I~f端部へ綾護し，
クリップで認め総合lQ総務へi穏定する方法の手rm牲を検討した. {対象}
2005年lYlから 12Y1の1it:nlこ行われた初予1fj熱気鶴手務部鰐 (51




しくは PGA シートとフイプリン織の併用による臨機胸膜の鵠~g1 を
hった.[結来i会談例中の碍発iま3倒 (6%)であった.いずれもプ
ラ切除後に蹴棋)J腕艇の掠強を行っていない若年:?i'の症例であり，新生
プラが際立Jと忠われた疾:告1がH九ブラの見落としがl倒であった.
本法を施行した症例は現在のところ務後群発を留、めていない.若年者
の騒然気緯iこ対し，フィプリン絡を使用し会い本法は惑染症の防止や
コストの議iでも後れており， ~議総総務補!訟の手段として宥mと忽われ
た.
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